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ついに全ての学校が ～コミュニティ・スクールへ～ 

令和２年４月１日に第九小学校、西山形小学校、蔵王第一中学校の３校がコミュニテ

ィ・スクールとなりました。令和３年度は３２校が、そして令和４年９月１日をもって、

全５２校の全ての市立小中高等学校がコミュニティ・スクールとなりました。皆様のご

努力に感謝いたします。コロナ禍で訪問して説明できなかった学校もありますが、可能

な限り第１回の学校運営協議会に出席させていただきました。５２校それぞれにドラマ

があったと思います。山形市は学校数が多いだけに、それぞれ

の個性がうかがわれました。また、１０月１日には小学校２４

校、中学校６校、合計３０校の地協推進員の委嘱が完了しまし

た。本課では個別に活動説明会を開いたりしています。おかげ

さまで地域学校協働活動もかなり多様化しています。 

 

こんなことやってみませんか？ ～各校の実践に学ぶ～ 

①出前講座（教職員向け、地域向け、学校運営協議会向け） 

第二小学校より本課に、学校運営協議会や地域学校協働活動の理解を深めるための出

前講座の要請がありました。うれしい限りです。教職員向け、地域向け、学校運営協議

会向けと取り揃えておりますので、ご連絡ください。 

②学校運営協議会の「熟議」のために 

 南山形小学校の佐藤校長先生より、第２回学校運営協議会の「熟議」の相談を受けま

した。会議を形骸化しない、教職員と地域が良かったという仕組みにしたいという思い

からでした。テーマに関する相談の訪問と第２回会議当日の訪問をさせていただき、「熟

議」が見事に行われました。こうした相談や訪問は大歓迎です。 

③地協推進員の連携のための情報交換会 

 9 月 22 日（木）に本課主催で、第１回地協推進員情報交換会を行いましたが、それ

以前に自主的に中学校区内の３名が情報交換会を開いてくださいました。第九小学校の

佐藤推進員の発案で、各校の校長先生の了解のもと、金井中学校の鈴木推進員と金井小

学校の柴田推進員の 3名で 7月 6日（水）に活動内容などを話し合った

そうです。このように自主的に行ったり本課主催の第 2 回へ出席したり

することで、地協推進員の方々の悩みも軽減されるかもしれません。 
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④地域学校協働活動の実施をマスコミへ 

 昨年度、大郷小学校の「ほっとるうむ」、南山形小学校の「ジオラマ」、山寺中学校の

「紅花染めコサージュ」など新聞やテレビでの紹介を目にしました。地域学校協働活動

を広く周知していくには、マスコミを使った広報活動も大いに有効だと思わ

れます。本課にご連絡いただくと、マスコミへの連絡用の書式をお送りしま

す。また、地協ニュースのために本課が取材をお願いするかもしれません。 

⑤山形南ロータリークラブとの連携 

 現在、山形市は山形南ロータリークラブとの青少年の健全育成の推進に関する協定を

結び、連携事業を行っています。職場見学や職場体験学習、講話講師派遣など、小中学

生の学びや様々な体験の機会を提供していただいています。そこで、地域学校協働活動

等でもその連携は可能ですので、本課にご連絡ください。 

 

意欲的で有意義な会  ～第 1 回地協推進員情報交換会～ 

9月 22日（木）10：30～11：30霞城公民館で本課主催の第 1回地協推進員情報

交換会を開催しました。小林指導主事の「地域学校協働活動と地域学校協働活動推進員

の役割について」のプレゼンによる情報提供の後、３～4 名のグループによる情報交換

を行い、日ごろの悩みや活動紹介など大変意欲的に話し合われました。その後、グルー

プを超えての話し合いはさらに盛り上がりました。 

事後アンケートによると情報交換会について「事業の方向性が少し見えてきた。」「他

の学校の情報を知ることができた」「情報交換会の時間をもっと長く設定してほしい。」

「取りまとめた情報をもっとたくさんの人（推進員だけではなく学校や地域にも）に紹

介してほしい。」「中学校区のグループにすると地域の問題を共有しやすいのではないだ

ろうか。」「中学校区などのブロックで小規模の企画があってもよいのではないか。」とい

う意見が寄せられました。また、コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的

推進に関しては「コミュニティ・スクールのよさを学校でも地域でも広げていきたい。」

「他校の情報がわかれば情報を提供してほしい。」「地域学校協働活動を推進することが

学校（先生方）を締め付けるようなことにならないようにしたい。」という意見がありま

した。また、「先生方にはコミュニティ・スクール（地域学校協働活動を含めて）を推進

したいという意識はどの程度広がっているのか。」「学校では研修会は行われているのか。」

「学校と地域をどのようにしてつないでいけばよいか。」などの質問がありました。次回

は 11月 8日（火）9：30～12：00霞城公民館で地協推進員だけでなく、学校運営協

議会委員、教職員も参加可能な研修会を本課主催で行います。 


